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(57)【要約】
【課題】スピーカユニットとボックスとの接続の作業性
を向上でき、かつ省スペース化を図ることができるスピ
ーカおよびそれを備えた携帯情報端末を提供する。
【解決手段】スピーカ１はスピーカユニット１０とボッ
クス２とを有している。スピーカユニット１０はスピー
カユニット側端子２１を有している。ボックス２はスピ
ーカユニット１０を収容する内部空間４が形成された筐
体３と、筐体３の内部で筐体３と密着するように配置さ
れかつ内部空間４に突出するボックス側端子２２とを有
している。内部空間４にスピーカユニット１０が収容さ
れた状態で内部空間４内においてスピーカユニット側端
子２１およびボックス側端子２２のうちの一方の第１の
端子２１は突出部２１ａを有し、他方の第２の端子２２
は突出部２１ａの外周面を少なくとも両側から挟み込む
ように取り囲んでおり第１の端子２１と第２の端子２２
とがはんだにより電気的に接続されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振動板と、前記振動板に取り付けられたボイスコイルと、前記ボイスコイルと対向する
ように配置されたマグネットと、前記マグネットおよび前記振動板を支持するフレームと
、前記ボイスコイルと電気的に接続されかつ前記フレームから突出するスピーカユニット
側端子とを有するスピーカユニットと、
　前記スピーカユニットを収容する内部空間が形成された筐体と、前記筐体の内部で前記
筐体と密着するように配置され、かつ前記内部空間に突出するボックス側端子とを有する
ボックスとを備え、
　前記内部空間に前記スピーカユニットが収容された状態で、前記内部空間内において前
記スピーカユニット側端子および前記ボックス側端子のうちの一方の第１の端子は突出部
を有し、他方の第２の端子は前記突出部の外周面を少なくとも両側から挟み込むように取
り囲んでおり、前記第１の端子と前記第２の端子とがはんだにより電気的に接続されてい
る、スピーカ。
【請求項２】
　前記第２の端子が前記第１の端子の前記突出部の外周面の全周を取り囲んでいる、請求
項１に記載のスピーカ。
【請求項３】
　前記スピーカユニット側端子が前記第１の端子であり、前記ボックス側端子が前記第２
の端子である、請求項１または２に記載のスピーカ。
【請求項４】
　前記第１の端子の前記突出部は、
　前記ボイスコイルと電気的に接続される側に位置する第１の部分と、
　前記第１の部分よりも前記第２の端子側に位置し、かつ前記第２の端子により少なくと
も両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分とを含み、
　前記第２の部分の径は、前記第１の部分の径より小さくなるように構成されている、請
求項３に記載のスピーカ。
【請求項５】
　前記第１の端子の前記突出部は、
　前記ボイスコイルと電気的に接続される側に位置する第１の部分と、
　前記第１の部分よりも前記第２の端子側に位置し、かつ前記第２の端子により少なくと
も両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分と、
　前記第１の部分と前記第２の部分との間に配置された第３の部分とを含み、
　前記第３の部分の径は、前記第１の部分の径および前記第２の部分の径より大きくなる
ように構成されている、請求項３に記載のスピーカ。
【請求項６】
　前記ボックスは、
　前記スピーカユニットが取り付けられた第１のボックス部と、
　前記内部空間に前記スピーカユニットが収容された状態で、前記第１のボックス部と係
合可能であり、かつ前記内部空間を閉塞可能な第２のボックス部とを含む、請求項１～５
のいずれかに記載のスピーカ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のスピーカを備えた、携帯情報端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スピーカおよび携帯情報端末に関し、特に、スピーカユニットとボックスと
を有するスピーカおよびそれを備えた携帯情報端末に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　携帯電話機、スマートフォン、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）、ゲーム機、
、パーソナルコンピュータなどの携帯情報端末にスピーカが搭載されている。近年、携帯
情報端末に搭載されるスピーカにおいても高い音質が求められている。
【０００３】
　スピーカの振動板の裏面から出た音が表面に回り込むと、表面から出た音と裏面から出
た音とが干渉して打ち消しあうため音質が悪くなる。周波数の低い低域では干渉が大きい
ため、特に低域の音の音質が悪くなる。振動板の表面から出る音に対する裏面から出る音
の干渉を抑制するために、振動板の裏面を密閉して振動板の裏面から出る音を遮断する方
法が用いられている。
【０００４】
　一方、振動板の裏面に配置される空間の容積が小さいと空間内での空気の抵抗により振
動板の振動が妨げられる。上記のように単に振動板の裏面を密閉すると振動板の裏面に配
置される空間の容積を確保できないため、空間内での空気の抵抗により振動板の振動が妨
げられる。そのため音質が悪くなる。
【０００５】
　したがって、音の干渉を抑制しつつ振動板の裏面に配置される空間の容積を増大させる
ため、スピーカユニットを振動板の裏面に配置される空間を有するボックス内に配置して
、ボックスによって振動板の裏面から出る音を遮断する方法が用いられている。
【０００６】
　この際、振動板、ボイスコイル、マグネットおよびフレームを有するスピーカユニット
がボックス内に取り付けられる。この状態でボイスコイルに接続されたリード線がフレー
ムの外側に引き出されワイヤに接続される。このワイヤはボックス内を取り回され、ボッ
クスに設けられた貫通孔を通してボックスの内側から外側へ引き出される。
【０００７】
　スピーカユニットの端子には、さまざまな構成が提案されている。たとえば、特開２０
０２－２９１０９４号公報（特許文献１）には、ボイスコイルから延出するリード線の端
部が固定された端子ピンを備えたスピーカ取付構造が開示されている。このスピーカ取付
構造では、端子ピンが基板のピン挿通孔に挿入された状態で基板の導電部（導電パターン
）にハンダ付けが施され、端子ピンと導電部とが電気的に接続されている。
【０００８】
　また、たとえば特開２００９－２７８２１３号公報（特許文献２）には、ボイルコイル
から引き出されたリード線が外部接続端子に半田付けで接続された電気音響変換器が開示
されている。この電機音響変換機では、外部接続端子は、フレームの底板に固定された樹
脂製の絶縁体にインサート成型されており、樹脂内に埋め込まれる固定部と、固定部から
斜め下方に延出された片持ち梁状のバネ片とを有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－２９１０９４号公報
【特許文献２】特開２００９－２７８２１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記のスピーカユニットがボックスに取り付けられたスピーカでは、スピーカユニット
に接続されたワイヤがボックスに設けられた孔を通してボックスの内側から外側に引き出
される場合がある。この場合にはワイヤが引き出された状態で孔を接着剤などの密閉する
作業が必要であるため作業性が悪いという問題がある。また孔を接着剤などで密閉する際
に、接着剤の量が少ないと密閉が不十分となりやすく音の干渉によって音質が不安定にな
るという問題がある。一方、接着剤の量が多いとボックス内に占める接着剤の容積が増え
るため音質が不安定になるという問題がある。
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【００１１】
　また、上記のスピーカユニットがボックスに取り付けられたスピーカでは、ボックス内
でワイヤを取り回し処理する必要がある。ワイヤの取り回し処理には作業工数がかかるの
で作業工数が増加する。そのため作業性が悪いという問題がある。また、取り回されたワ
イヤとスピーカユニットおよびボックスとが接触することにより異常音が発生する。この
ため音質が不安定になるという問題がある。また、取り回されたワイヤの体積によってボ
ックス内の密閉容積が減少するため、音圧が劣化する。これにより音質が不安定になると
いう問題がある。
【００１２】
　また、上記のスピーカユニットがボックスに取り付けられたスピーカでは、ワイヤをボ
ックスの内側から外側に引き出すのではなくボックスに設けられた端子とワイヤとをボッ
クス内で接続する場合もある。この場合にはワイヤの両端を接続する必要がある。ワイヤ
の接続には作業工数がかかるためワイヤの両端で接続することにより作業工数が増加する
。このため作業性が悪いという問題がある。
【００１３】
　スピーカユニットとボックスとをワイヤを用いて接続すると上述のような問題があるた
め、スピーカユニットとボックスとをワイヤを用いずに直接接続することも考えられる。
この場合には、スピーカ側の端子とボックス側の端子との位置をあわせる必要があるが、
各部品の寸法精度に限界があるため、位置をあわせることは困難であるという問題がある
。スピーカユニットとボックスとを直接接続する場合も位置あわせが困難であるため、作
業性が悪いという問題がある。そのため、スピーカユニットとボックスとをワイヤを用い
ずに直接接続することは困難である。
【００１４】
　そこで、スピーカユニットとボックスとの接続をワイヤではなく、上記の特開２００２
－２９１０９４号公報に記載されたような端子ピンで接続する場合も考えられる。しかし
、この公報に記載のスピーカ取付構造はスピーカユニットがボックス内に配置された構造
ではないため、スピーカの取り付け作業の際にピン端子が邪魔になる。そのため、この場
合も作業性が悪いという問題がある。また、ピン端子がスピーカの外に出ているためスピ
ーカの占める範囲が大きくなる。そのため省スペース化が図れないという問題がある。
【００１５】
　さらに、スピーカユニットとボックスとの接続をワイヤではなく、上記の特開２００９
－２７８２１３号公報に記載されたようなバネ片を有する外部接続端子で接続する場合も
考えられる。しかし、この公報に記載のバネ片を有する外部接続端子では、振動によって
バネ片の接点がはずれることによる導通不良、バネ片の塑性変形による導通不良、バネ片
の接点の汚れなどによる導通不良の問題がある。またバネ片の反力により取り付け位置が
ずれるという問題もある。
【００１６】
　したがって、スピーカユニットをボックスに取り付ける際に、これらの導通不良を防ぎ
、取り付け位置のずれを防ぐようにバネ片の位置を保持する機構、作業が必要である。ま
た、バネ片を設ける面積を確保するためフレームの背面孔の配置の制約およびフレームの
外径の拡大が必要となる。よって、省スペース化が図れないという問題がある。また、上
記の作業のため作業性が悪いという問題がある。
【００１７】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、その目的は、スピーカユニットとボ
ックスとの接続の作業性を向上でき、省スペース化を図ることができ、かつ導通不良を抑
制できるスピーカおよびそれを備えた携帯情報端末を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明のスピーカは、スピーカユニットとボックスとを有している。スピーカユニット
は、振動板と、振動板に取り付けられたボイスコイルと、ボイスコイルと対向するように
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配置されたマグネットと、マグネットおよび振動板を支持するフレームと、ボイスコイル
と電気的に接続されかつフレームから突出するスピーカユニット側端子とを有している。
ボックスは、スピーカユニットを収容する内部空間が形成された筐体と、筐体の内部で筐
体と密着するように配置され、かつ内部空間に突出するボックス側端子とを有している。
内部空間にスピーカユニットが収容された状態で、内部空間内においてスピーカユニット
側端子およびボックス側端子のうちの一方の第１の端子は突出部を有し、他方の第２の端
子は突出部の外周面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲んでおり、第１の端子と
第２の端子とがはんだにより電気的に接続されている。
【００１９】
　本発明のスピーカによれば、スピーカユニット側端子およびボックス側端子のうちの一
方の第１の端子は突出部を有し、他方の第２の端子は突出部の外周面を少なくとも両側か
ら挟み込むように取り囲んでいる。そのため、第１の端子の突出部が延びる方向に第１の
端子と第２の端子とがずれても互いの間隔のずれは抑制することができる。このため、突
出部が延びる方向への第１の端子と第２の端子のずれを許容することができる。したがっ
て、突出部が延びる方向へ第１の端子と第２の端子に高い取付精度および寸法精度が要求
されなくても、良好なはんだ付けを施すことができる。
【００２０】
　また、他方の第２の端子は突出部の外周面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲
んでいるため、第１の端子の突出部が延びる方向に交差する方向に第１の端子と第２の端
子とがずれても互いの間隔のずれは抑制することができる。このため、突出部が延びる方
向に交差する方向への第１の端子と第２の端子のずれを許容することができる。したがっ
て、突出部が延びる方向に交差する方向へ第１の端子と第２の端子に高い取付精度および
寸法精度が要求されなくても、良好なはんだ付けを施すことができる。これにより、作業
性を向上できる。また、はんだ付け品質を向上できる。よって、導通不良を抑制できる。
【００２１】
　また、ボックスは、筐体の内部で筐体と密着するように配置され、かつ内部空間に突出
するボックス側端子とを有しているため、従来のようにスピーカユニットに接続されたワ
イヤをボックスに設けられた孔を通してボックスの内側から外側に引き出す必要がない。
ワイヤが引き出された状態で孔を接着剤などで密閉する必要もないため、作業性を向上で
きる。
【００２２】
　また従来のようにスピーカユニットに接続されたワイヤをボックスに設けられた孔を通
してボックスの内側から外側に引き出す必要がないため、孔を接着剤などで密閉する際に
、接着剤の量が少なくなり密閉が不十分となることで音の干渉によって音質が不安定にな
ることを防止できる。一方、接着剤の量が多くなりボックス内に占める接着剤の容積が増
えて音質が不安定になることも防止できる。これにより、音質を向上できる。
【００２３】
　また、内部空間にスピーカユニットが収容された状態で、内部空間内においてスピーカ
ユニット側端子およびボックス側端子のうちの一方の第１の端子は突出部を有し、他方の
第２の端子は突出部の外周面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲んでいる。その
ため、従来のように内部空間でワイヤを取り回し処理する必要がない。作業工数がかかる
ワイヤの取り回し処理が必要ないため、作業性を向上できる。
【００２４】
　また取り回されたワイヤとスピーカおよびボックスとが接触することにより異常音が発
生することがないため、音質を向上できる。
【００２５】
　また取り回されたワイヤの体積によって内部空間の容積が減少することがないため、音
圧の劣化を抑制できる。これにより音質を向上できる。
【００２６】
　また、従来のようにワイヤの両端を接続する場合に比べて作業工数が少ないため、作業
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性を向上できる。
【００２７】
　また、内部空間内においてスピーカユニット側端子およびボックス側端子のうちの一方
の第１の端子は突出部を有し、他方の第２の端子は突出部の外周面を少なくとも両側から
挟み込むように取り囲んでいる。そのため、スピーカユニット側端子およびボックス側端
子が内部空間内に配置されている。これにより、省スペース化を図ることができる。
【００２８】
　また従来のように振動によってバネ片の接点がはずれることによる導通不良、バネ片の
塑性変形による導通不良、バネ片の接点の汚れなどによる導通不良が防止できる。またバ
ネ片の反力による取り付け位置のずれが防止できる。したがって、スピーカユニットをボ
ックスに取り付ける際に、これらの導通不良を防ぎ、取り付け位置のずれを防ぐようにバ
ネ片の位置を保持する機構、作業が必要ない。また、バネ片を設ける面積を確保するため
フレームの背面孔の配置の制約およびフレームの外径の拡大が必要ない。よって、省スペ
ース化を図ることができる。また、上記の作業が必要ないため作業性を向上できる。
【００２９】
　上記のスピーカにおいて好ましくは、第２の端子が第１の端子の突出部の外周面の全周
を取り囲んでいる。これにより、第１の端子と第２の端子とのずれをさらに許容できる。
そのため、さらに作業性を向上できる。
【００３０】
　上記のスピーカにおいて好ましくは、スピーカユニット側端子が第１の端子であり、ボ
ックス側端子が前記第２の端子である。これにより、スピーカユニット側端子が突出部を
有するため、突出部の延びる方向とスピーカの厚み方向とが一致する。スピーカの厚み方
向へ第１の端子と第２の端子に高い取付精度および寸法精度が要求されなくても、良好な
はんだ付けを施すことができる。そのため、高さの相違するスピーカユニットに対して同
じボックスで良好なはんだ付けを施すことができる。これにより、作業性を向上できる。
　
【００３１】
　また、はんだ付け品質を向上できる。よって、作業性を向上できる。また、高さの相違
するスピーカユニットに対して同じボックスを使用することができる。このため、コスト
の削減が可能である。
【００３２】
　また突出部の延びる方向とスピーカの厚み方向とが一致するため、突出部の延びる方向
から見たスピーカユニット側端子の投影面積の占有率を小さくできる。そのためフレーム
の背面孔の位置の制約を抑制できる。よって、作業性を向上できる。
【００３３】
　上記のスピーカにおいて好ましくは、第１の端子の突出部は、ボイスコイルと電気的に
接続される側に位置する第１の部分と、第１の部分よりも第２の端子側に位置し、かつ第
２の端子により少なくとも両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分とを含んでいる
。第２の部分の径は、第１の部分の径より小さくなるように構成されている。第２の部分
の径は、第１の部分の径より小さくなるように構成されているため、ボイスコイルと第１
の端子の第１の部分とを接続するときのはんだ付けの際にスピーカユニット側端子の上端
側まではんだが流れ込んだ場合でもはんだによってボックス側端子の挿入が妨げられるこ
とを抑制できる。
【００３４】
　上記のスピーカにおいて好ましくは、第１の端子の突出部は、ボイスコイルと電気的に
接続される側に位置する第１の部分と、第１の部分よりも第２の端子側に位置し、かつ第
２の端子により少なくとも両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分と、第１の部分
と第２の部分との間に配置された第３の部分とを含んでいる。第３の部分の径は、第１の
部分の径および第２の部分の径より大きくなるように構成されている。第３の部分の径は
、第１の部分の径および第２の部分の径より大きくなるように構成されているため、ボイ
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スコイルと第１の端子の第１の部分とを接続するときのはんだ付けの際に第３の部分によ
りはんだの這い上がりを抑制することができる。
【００３５】
　上記のスピーカにおいて好ましくは、ボックスは、スピーカユニットが取り付けられた
第１のボックス部と、内部空間にスピーカユニットが収容された状態で、第１のボックス
部と係合可能であり、かつ内部空間を閉塞可能な第２のボックス部とを含んでいる。
【００３６】
　ボックスは、第１のボックス部と、内部空間にスピーカユニットが収容された状態で、
第１のボックス部と係合可能であり、かつ内部空間を閉塞可能な第２のボックス部とを含
んでいるため、内部空間にスピーカユニットが配置された状態で内部空間を閉塞すること
ができる。そのため、内部空間へのスピーカユニットの取り付け、および内部空間の閉塞
が容易である。これにより、作業性を向上できる。
【００３７】
　本発明の携帯情報端末は上記のいずれかの携帯情報端末を備えている。本発明の携帯情
報端末によれば、上記のいずれかの携帯情報端末を備えているためスピーカを省スペース
化することにより携帯情報端末を省スペース化することができる。また、設計の自由度を
向上することができる。
【発明の効果】
【００３８】
　以上説明したように、本発明のスピーカおよび携帯情報端末によれば、スピーカユニッ
トとボックスとの接続の作業性を向上でき、省スペース化を図ることができ、かつ導電不
良を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施の形態１におけるスピーカの第１のボックスから第２のボックス部
が取り外された状態を示す概略斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態１におけるスピーカの第１のボックスに第２にボックスが取
り付けられた状態を示す概略斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態１におけるスピーカのスピーカユニット側から見た概略斜視
図である。
【図４】本発明の実施の形態１におけるスピーカの第１のボックスにスピーカユニットが
取り付けられた状態を示す概略斜視図である。
【図５】図４のＰ部を拡大して示す概略斜視図である。
【図６】本発明の実施の形態１におけるスピーカのスピーカユニットの概略断面図であっ
て、図４のＶＩ－ＶＩ線に対応する断面図である。
【図７】本発明の実施の形態１におけるスピーカのボックス側端子およびスピーカユニッ
ト側端子の配置を示す概略平面図である。
【図８】本発明の実施の形態１におけるスピーカの変形例１のボックス側端子およびスピ
ーカユニット側端子の配置を示す概略平面図である。
【図９】本発明の実施の形態１におけるスピーカの変形例２のボックス側端子およびスピ
ーカユニット側端子の配置を示す概略平面図である。
【図１０】本発明の実施の形態１におけるスピーカのリード線がはんだ付けされたスピー
カユニット側端子とボックス側端子との配置を示す概略平面図である。
【図１１】本発明の実施の形態１におけるスピーカの変形例３のリード線がはんだ付けさ
れたスピーカユニット側端子とボックス側端子との配置を示す概略平面図である。
【図１２】本発明の実施の形態２における携帯情報端末の概略斜視図である。
【図１３】本発明の実施の形態２における携帯情報端末の折りたたまれた状態を示す概略
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】



(8) JP 2012-134718 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

　以下、本発明の実施の形態について図に基づいて説明する。
　最初に本発明の実施の形態１のスピーカの構成について説明する。
【００４１】
　図１を参照して、スピーカ１は、ボックス２と、スピーカユニット１０とを主に有して
いる。ボックス２の内部空間４にスピーカユニット１０が収容されている。スピーカユニ
ット１０のスピーカユニット側端子２１とボックス２のボックス側端子２２の一方端とは
、はんだ付けにより電気的に接続されている。なお、図１においては、見やすくするため
スピーカユニット側端子２１とボックス側端子２２の一方端とを接合するはんだは図示さ
れていない。同様に図４および図５においてもスピーカユニット側端子２１とボックス側
端子２２の一方端とを接合するはんだは図示されていない。
【００４２】
　ボックス２は、第１のボックス部２ａと、第２のボックス部２ｂとに分離可能に構成さ
れている。第１のボックス部２ａにスピーカユニット１０が取り付けられている。内部空
間４にスピーカユニット１０が収容された状態で、第２のボックス部２ｂは第１のボック
ス部２ａと係合可能であり、内部空間４を閉塞可能に設けられている。
【００４３】
　図１および図２を参照して、第１のボックス部２ａの外縁部には係合部７が設けられて
いる。第２のボックス部２ｂの外縁部にも同様に図示しない係合溝が設けられている。第
１のボックス部２ａと第２のボックス部２ｂとは、互いの係合部７が係合することにより
外縁部で係合可能に設けられている。第１のボックス部２ａと第２のボックス部２ｂとは
密閉可能に設けられている。
【００４４】
　図３を参照して、スピーカユニット１０は、少なくとも一部が第１のボックス部２ａか
ら露出するように配置されている。ボックス２の外周面の一部にはスピーカ１を外部機器
と接続するためのスピーカ接続部５が設けられている。ボックス側端子２２の他方端はボ
ックス２の外側に露出するように設けられている。ボックス側端子２２の他方端はスピー
カ接続部５に設けられている。
【００４５】
　図４を参照して、ボックス２は、筐体３と、筐体３の内部に配置されたボックス側端子
２２とを有している。筐体３の内側には内部空間４が形成されている。内部空間４にスピ
ーカユニット１０が収容されることによりスピーカユニット１０がボックス２に取り付け
られている。内部空間４にはスピーカユニット１０が収容されている領域の他に、ボック
ス２の容積を確保するための空間領域６が設けられている。
【００４６】
　ボックス側端子２２は、たとえばインサート成形によりボックス側端子２２の一部が筐
体３の内部に取り込まれるように形成されている。ボックス側端子２２は、筐体３の内部
で筐体３と密着するように配置されている。ボックス側端子２２の一方端は内部空間４に
突出するように設けられている。ボックス側端子２２は２つ設けられている。
【００４７】
　図５を参照して、スピーカユニット側端子２１は突出部２１ａを有している。スピーカ
ユニット側端子２１はたとえば柱状に形成されている。スピーカユニット側端子２１はた
とえば円柱状、角柱状などであってもよい。スピーカユニット側端子２１は上端部が下端
部に比べて径が小さくなるように形成されていてもよい。スピーカユニット側端子２１は
２つ設けられている。
【００４８】
　ボックス側端子２２の一方端は、たとえば凹状に形成されている。この凹状部分の内側
に突出部２１ａが配置されている。内部空間４にスピーカユニット１０が収容された状態
で、ボックス側端子２２は、内部空間４において突出部２１ａの外周面を両側から挟み込
むように取り囲んでいる。この状態で、スピーカユニット側端子２１とボックス側端子２
２とははんだ接合されている。
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【００４９】
　スピーカユニット側端子２１およびボックス側端子２２については、内部空間４にスピ
ーカユニット１０が収容された状態で、内部空間４においてスピーカユニット側端子２１
およびボックス側端子２２のうちの一方の第１の端子２１は突出部２１ａを有し、他方の
第２の端子２２は突出部２１ａの外周面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲んで
おり、第１の端子２１と第２の端子２２とがはんだにより電気的に接続されていればよい
。
【００５０】
　図７を参照して、他方の第２の端子２２は突出部２１ａの外周面を少なくとも両側から
挟み込むように取り囲むことについてさらに詳しく説明する。図７では突出部２１ａが延
びる方向から見たスピーカユニット側端子２１およびボックス側端子２２との配置が示さ
れている。突出部２１ａが延びる方向から見たスピーカユニット側端子２１の中心ＣＰを
通りスピーカユニット側端子２１の径方向に延びる仮想の線ＶＬにおいて、仮想の線ＶＬ
の両端がボックス側端子２２の一方端部の凹状部分の内側に配置されている。仮想の線Ｖ
Ｌは中心ＣＰに対して１８０°の角度を有している。
【００５１】
　つまり、突出部２１ａが延びる方向から見てボックス側端子２２の一方端部の凹状部分
は、スピーカユニット側端子２１の中心ＣＰに対して１８０°の位置に配置可能に設けら
れている。突出部２１ａが延びる方向から見て、スピーカユニット側端子２１の中心ＣＰ
に対して１８０°の位置が凹状部分で取り囲まれていることにより、突出部２１ａが延び
る方向に交差する方向への突出部２１ａのずれを許容することができる。つまり、突出部
２１ａが延びる方向に交差する方向へ凹状部分の内側に位置する範囲で突出部２１ａの位
置がずれても良好にはんだ付けすることが可能である。
【００５２】
　このため、突出部２１ａが延びる方向に交差する方向へスピーカユニット側端子２１お
よびボックス側端子２２に高い取付精度および寸法精度が要求されなくても、良好なはん
だ付けを施すことができる。たとえば、スピーカユニット側端子２１が斜めの角度で延在
する場合でも、ボックス側端子２２と良好にはんだ付けを施すことができる。
【００５３】
　また、突出部２１ａが延びる方向に交差する方向から突出部２１ａの外周面を少なくと
も両側から挟み込むようにボックス側端子２２の一方端部の凹状部分が設けれらているた
め、突出部２１ａが延びる方向への突出部２１ａのずれも許容することができる。このた
め、突出部２１ａが延びる方向へもスピーカユニット側端子２１およびボックス側端子２
２に高い取付精度および寸法精度が要求されなくても、良好なはんだ付けを施すことがで
きる。たとえば、スピーカユニット側端子２１の高さがずれた場合でも、ボックス側端子
２２と良好にはんだ付けを施すことができる。
【００５４】
　上述ではスピーカユニット側端子２１が第１の端子２１であり、ボックス側端子２２が
第２の端子２２である。しかし、ボックス側端子２２が第１の端子であり、スピーカユニ
ット側端子２１が第２の端子であってもよい。この場合、ボックス側端子２２がたとえば
柱状に形成されており、スピーカユニット側端子２１がたとえば凹状に形成されていても
よい。そしてボックス側端子２２が突出部を有しており、スピーカユニット側端子２１が
突出部の外周面を挟み込むように取り囲んでいる。
【００５５】
　続いて、スピーカユニット１０の構造について詳細に説明する。
　図６を参照して、スピーカユニット１０は、フレーム１１と、振動板１２と、振動板補
強リング１３と、ボイスコイル１４と、マグネット１５と、プレート１６と、ヨーク１７
と、スピーカユニット側端子２１とを主に有している。
【００５６】
　フレーム１１は、支持部１１ａと、内周部１１ｂと、外周部１１ｃとを主に有している



(10) JP 2012-134718 A 2012.7.12

10

20

30

40

50

。フレーム１１には背面孔が設けられている。支持部１１ａに振動板１２の外周端部が支
持されることにより、フレーム１１に振動板１２が振動可能に支持されている。支持部１
１ａと内周部１１ｂとの間には段差が設けられていてもよい。
【００５７】
　また、フレーム１１は、内周部１１ｂにおいてマグネット１５が配置されたヨーク１７
を支持するように構成されている。外周部１１ｃは、支持部１１ａの外周側に連続して形
成されている。フレーム１１は、たとえば平面視においてトラック状に形成されている。
ここでトラック状とは２本の直線の両端を円弧でつなぐようにして形成された形状である
。フレーム１１は、たとえば樹脂で形成されている。なお、フレーム１１は、金属で形成
されていてもよい。
【００５８】
　振動板１２は、上下方向（図１中矢印Ａ方向）に振動可能なように薄板によって構成さ
れている。振動板１２は、中央振動部１２ａと、ボイスコイル取付部１２ｂと、エッジ部
１２ｃと、フレーム取付部１２ｄとを有している。中央振動部１２ａは、振動板１２の中
央に設けられている。中央振動部１２ａは、振動板１２の径方向Ｄの断面視においてマグ
ネット１５と反対側に凸となるような円弧状に形成されている。
【００５９】
　ボイスコイル取付部１２ｂは、中央振動部１２ａの外周側に設けられている。ボイスコ
イル取付部１２ｂは中央振動部１２ａとエッジ部１２ｃとの間に設けられている。ボイス
コイル取付部１２ｂは中央振動部１２ａを取り囲むように環状に設けられている。ボイス
コイル取付部１２ｂは、ボイスコイル１４を取り付けるためのものである。ボイスコイル
取付部１２ｂは、振動板１２の径方向Ｄの断面視において平坦となるように形成されてい
る。ボイスコイル取付部１２ｂには中央振動部１２ａと連続する部分において段差が設け
られている。
【００６０】
　エッジ部１２ｃは、ボイスコイル取付部１２ｂの外周側に設けられている。フレーム取
付部１２ｄは、エッジ部１２ｃの外周側に設けられている。フレーム取付部１２ｄは、フ
レーム１１の支持部１１ａに取り付けられている。フレーム取付部１２ｄはエッジ部１２
ｃを取り囲むように環状に設けられている。フレーム取付部１２ｄは、振動板１２の径方
向Ｄの断面視において平坦となるように形成されている。
【００６１】
　振動板１２は、たとえば平面視においてトラック状に形成されている。振動板１２は、
たとえば、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、ＰＥＮ（ポリエチレンナフタレート
）、ＰＥＩ（ポリエーテルイミド）などで形成されている。
【００６２】
　ボイスコイル１４は、ボイスコイル１４の上面が振動板１２のボイスコイル取付部１２
ｂに固定されることにより、振動板１２に取り付けられている。ボイスコイル１４は、た
とえばトラック状に形成されている。ボイスコイル１４にはリード線１８が電気的に接続
されている。
【００６３】
　マグネット１５は、ボイスコイル１４の内周面と間隔をあけてボイスコイル１４の内周
側に配置されている（内磁型）。マグネット１５は、ボイスコイル１４と対向するように
配置されている。ヨーク１７は、ボイスコイル１４の外周面と間隔をあけてボイスコイル
１４の外周側に配置された部分（外周側部分）とボイスコイル１４およびマグネット１５
の下側に配置された部分（下側部分）とを有している。
【００６４】
　ヨーク１７は、外周側部分の外周面でフレーム１１の内周部１１ｂと嵌合することによ
り固定されている。ヨーク１７の下側部分は、ボイスコイル１４の下面と間隔をあけて配
置されている。ヨーク１７の下側部分の中央部にはマグネット１５が配置されている。マ
グネット１５の上面にはプレート１６が配置されている。これらのマグネット１５、プレ
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ート１６およびヨーク１７により磁気回路が構成されている。
【００６５】
　スピーカユニット側端子２１は、フレーム１１から突出するように設けれらている。ス
ピーカユニット側端子２１は、リード線１８にはんだ１９により接合されている。これに
よりスピーカユニット側端子２１は、ボイスコイル１４にリード線１８によって電気的に
接続されている。
【００６６】
　次に、本実施の形態のスピーカユニットの動作について説明する。
　スピーカユニット１０において、マグネット１５から発生する磁束がプレート１６およ
びヨーク１７によって導かれて、ボイスコイル１４の配置されている空隙に収束されて磁
界が発生する。そして、ボイスコイル１４に交番電流が流れると、ボイスコイル１４を流
れる交番電流とマグネット１５から発生する磁界とによってフレミングの左手の法則に基
づいて、ボイスコイル１４が上下に振動する。したがって、ボイスコイル１４に取り付け
られた振動板１２が振動する。これにより、電気信号（交番電流）が音響（振動）に変換
される。
【００６７】
　図２および図３を参照して、ボックス２の内部空間４にスピーカユニット１０が収容さ
れており、振動板１２の裏面がボックス２の内部空間４に配置されている。このため、振
動板１２の裏面から出る音がボックス２によって遮断される。そのため、振動板１２の表
面から出る音が裏面から出る音によって干渉されることが抑制される。これにより、音の
干渉を抑制できるため、音質を向上することができる。
【００６８】
　また、本実施の形態では、内部空間４に空間領域６が設けられているため、空間領域６
が設けられていない場合と比較して、ボックス２の容積を大きくすることができる。これ
により、ボックス２内での空気の抵抗により振動板１２の振動が妨げられることが抑制さ
れる。これにより、さらに音質を向上することができる。
【００６９】
　上述では、図７に示すようにボックス側端子２２の一方端の内周部分２２ａが凹状に形
成されている場合について説明したが、ボックス側端子２２の一方端の形状はこれに限定
されない。図８を参照して、本実施の形態の変形例１では、ボックス側端子２２の一方端
の内周部分２２ａは、四辺の一部に切欠きを有する矩形状に形成されていてもよい。また
、図９を参照して、本実施の形態の変形例２では、ボックス側端子２２の一方端の内周部
分２２ａは、楕円状に形成されていてもよい。この場合には、第２の端子であるボックス
側端子２２が第１の端子であるスピーカユニット側端子２１の突出部２１ａの外周面の全
周を取り囲んでいる。
【００７０】
　上述では、図６に示すように、スピーカユニット側端子２１とリード線１８とははんだ
１９により接合されている。図１０を参照して、スピーカユニット側端子２１とリード線
１８とのはんだ付けの際に、スピーカユニット側端子２１の上端側まではんだ１９が流れ
込むことがある。
【００７１】
　本実施の形態では、第１の端子であるスピーカユニット側端子２１の突出部２１ａは、
ボイスコイル１４と電気的に接続される側に位置する第１の部分２１ｆと、第１の部分２
１ｆよりも第２の端子であるボックス側端子２２側に位置し、かつ第２の端子であるボッ
クス側端子２２により少なくとも両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分２１ｓと
を有している。第２の部分２１ｓの径は、第１の部分２１ｆの径より小さくなるように構
成されている。
【００７２】
　図１０に示すように、はんだ付けの際にスピーカユニット側端子２１の上端側まではん
だ１９が流れ込んだ場合でも第２の部分２１ｓの径が第１の部分２１ｆの径より小さくな
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っているため、はんだ１９によってボックス側端子２２の挿入が妨げられることを抑制で
きる。
【００７３】
　また、上記では本実施の形態のスピーカユニット側端子２１は、図１０に示すようにス
ピーカユニット側端子２１の上端側まではんだ１９が流れ込んだ場合でもスピーカユニッ
ト側端子２１とボックス側端子とをはんだ１９で接合できることを説明したが、スピーカ
ユニット側端子２１によってはんだ１９の這い上がりを抑制してもよい。
【００７４】
　図１１を参照して、本実施の形態の変形例３では、第１の端子であるスピーカユニット
側端子２１の突出部２１ａは、ボイスコイル１４と電気的に接続される側に位置する第１
の部分２１ｆと、第１の部分２１ｆよりも第２の端子であるボックス側端子２２側に位置
し、かつ第２の端子であるボックス側端子２２により少なくとも両側を挟み込むように取
り囲まれる第２の部分２１ｓと、第１の部分２１ｆと第２の部分２１ｓとの間に配置され
た第３の部分２１ｔとを有している。第３の部分２１ｔの径は、第１の部分２１ｆの径お
よび第２の部分２１ｓの径より大きくなるように構成されている。
【００７５】
　第３の部分２１ｔの径が第１の部分２１ｆの径および第２の部分２１ｓの径より大きく
なるように構成されているため、スピーカユニット側端子２１とリード線１８とのはんだ
付けの際に第３の部分２１ｔによりはんだ１９の這い上がりを抑制することができる。
【００７６】
　なお、上記では、内磁型のスピーカユニットについて説明したが、本実施の形態は、マ
グネット１５がボイスコイル１４の外周側に配置された外磁型のスピーカユニットにも適
用され得る。また、本実施の形態は、ボイスコイル１４が厚み方向より幅方向に大きくな
るように形成されておりマグネット１５の一方面に配置された水平型のスピーカユニット
にも適用され得る。
【００７７】
　なお、上記ではスピーカユニットは、平面視においてトラック状に構成されている場合
について説明したが、平面視において円状、楕円状などに構成されていてもよい。
【００７８】
　次に、本実施の形態におけるスピーカの作用効果について説明する。
　本実施の形態のスピーカ１によれば、第１の端子であるスピーカユニット側端子２１は
突出部２１ａを有し、他方の第２の端子であるボックス側端子２２は突出部２１ａの外周
面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲んでいる。そのため、スピーカユニット側
端子２１の突出部２１ａが延びる方向にスピーカユニット側端子２１とボックス側端子２
２とがずれても互いの間隔のずれは抑制することができる。このため、突出部２１ａが延
びる方向へのスピーカユニット側端子２１とボックス側端子２２のずれを許容することが
できる。したがって、突出部２１ａが延びる方向へスピーカユニット側端子２１とボック
ス側端子２２に高い取付精度および寸法精度が要求されなくても、良好なはんだ付けを施
すことができる。
【００７９】
　また、ボックス側端子２２は突出部２１ａの外周面を少なくとも両側から挟み込むよう
に取り囲んでいるため、スピーカユニット側端子２１の突出部２１ａが延びる方向に交差
する方向にスピーカユニット側端子２１とボックス側端子２２とがずれても互いの間隔の
ずれは抑制することができる。このため、突出部２１ａが延びる方向に交差する方向への
スピーカユニット側端子２１とボックス側端子２２のずれを許容することができる。した
がって、突出部２１ａが延びる方向に交差する方向へスピーカユニット側端子２１とボッ
クス側端子２２に高い取付精度および寸法精度が要求されなくても、良好なはんだ付けを
施すことができる。これにより、作業性を向上できる。また、はんだ付け品質を向上でき
る。よって、導通不良を抑制できる。
【００８０】
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　また、ボックス２は、筐体３の内部で筐体３と密着するように配置され、かつ内部空間
４に突出するボックス側端子２２とを有しているため、従来のようにスピーカユニット１
０に接続されたワイヤをボックス２に設けられた孔を通してボックス２の内側から外側に
引き出す必要がない。ワイヤが引き出された状態で孔を接着剤などで密閉する必要もない
ため、作業性を向上できる。
【００８１】
　また従来のようにスピーカユニットに接続されたワイヤをボックスに設けられた孔を通
してボックスの内側から外側に引き出す必要がないため、孔を接着剤などで密閉する際に
、接着剤の量が少なくなり密閉が不十分となることで音の干渉によって音質が不安定にな
ることを防止できる。一方、接着剤の量が多くなりボックス２内に占める接着剤の容積が
増えて音質が不安定になることも防止できる。これにより、音質を向上できる。
【００８２】
　また、内部空間４にスピーカユニット１０が収容された状態で、内部空間４内において
スピーカユニット側端子２１は突出部２１ａを有し、ボックス側端子２２は突出部２１ａ
の外周面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲んでいる。そのため、従来のように
内部空間４でワイヤを取り回し処理する必要がない。作業工数がかかるワイヤの取り回し
処理が必要ないため、作業性を向上できる。
【００８３】
　また取り回されたワイヤとスピーカユニット１０およびボックス２とが接触することに
より異常音が発生することがないため、音質を向上できる。
【００８４】
　また取り回されたワイヤの体積によって内部空間の容積が減少することがないため、音
圧の劣化を抑制できる。これにより音質を向上できる。
【００８５】
　また、従来のようにワイヤの両端を接続する場合に比べて作業工数が少ないため、作業
性を向上できる。
【００８６】
　また、内部空間４内においてスピーカユニット側端子２１は突出部２１ａを有し、ボッ
クス側端子２２は突出部２１ａの外周面を少なくとも両側から挟み込むように取り囲んで
いる。そのため、スピーカユニット側端子２１およびボックス側端子２２が内部空間４内
に配置されている。これにより、省スペース化を図ることができる。
【００８７】
　また従来のように振動によってバネ片の接点がはずれることによる導通不良、バネ片の
塑性変形による導通不良、バネ片の接点の汚れなどによる導通不良が防止できる。またバ
ネ片の反力による取り付け位置のずれが防止できる。したがって、スピーカユニット１０
をボックス２に取り付ける際に、これらの導通不良を防ぎ、取り付け位置のずれを防ぐよ
うにバネ片の位置を保持する機構、作業が必要ない。また、バネ片を設ける面積を確保す
るためフレーム１１の背面孔の配置の制約およびフレーム１１の外径の拡大が必要ない。
よって、省スペース化を図ることができる。また、上記の作業が必要ないため作業性を向
上できる。
【００８８】
　また、本実施の形態のスピーカ１では、ボックス側端子２２がスピーカユニット側端子
２１の突出部２１ａの外周面の全周を取り囲んでいてもよい。これにより、スピーカユニ
ット側端子２１とボックス側端子２２とのずれをさらに許容できる。そのため、さらに作
業性を向上できる。
【００８９】
　また、本実施の形態のスピーカ１では、スピーカユニット側端子２１が第１の端子であ
り、ボックス側端子２２が前記第２の端子であってもよい。これにより、スピーカユニッ
ト側端子２１が突出部２１ａを有するため、突出部２１ａの延びる方向とスピーカ１の厚
み方向とが一致する。スピーカ１の厚み方向へスピーカユニット側端子２１とボックス側
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端子２２に高い取付精度および寸法精度が要求されなくても、良好なはんだ付けを施すこ
とができる。そのため、高さの相違するスピーカユニット１０に対して同じボックス２で
良好なはんだ付けを施すことができる。これにより、作業性を向上できる。また、はんだ
付け品質を向上できる。よって、作業性を向上できる。また、高さの相違するスピーカユ
ニット１０に対して同じボックス２を使用することができる。このため、コストの削減が
可能である。
【００９０】
　また突出部２１ａの延びる方向とスピーカ１の厚み方向とが一致するため、突出部２１
ａの延びる方向から見たスピーカユニット側端子２１の投影面積の占有率を小さくできる
。そのためフレーム１１の背面孔の位置の制約を抑制できる。よって、作業性を向上でき
る。
【００９１】
　また、本実施の形態のスピーカ１では、スピーカユニット側端子２１の突出部２１ａは
、ボイスコイル１４と電気的に接続される側に位置する第１の部分２１ｆと、第１の部分
２１ｆよりもボックス側端子２２側に位置し、かつボックス側端子２２により少なくとも
両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分２１ｓとを含んでいてもよい。この場合、
第２の部分２１ｓの径は、第１の部分２１ｆの径より小さくなるように構成されている。
第２の部分２１ｓの径は、第１の部分２１ｆの径より小さくなるように構成されているた
め、ボイスコイル１４とスピーカユニット側端子２１の第１の部分２１ｆとを接続すると
きのはんだ付けの際にスピーカユニット側端子２１の上端側まではんだが流れ込んだ場合
でもはんだによってボックス側端子２２の挿入が妨げられることを抑制できる。
【００９２】
　また、本実施の形態のスピーカ１では、スピーカユニット側端子２１の突出部２１ａは
、ボイスコイル１４と電気的に接続される側に位置する第１の部分２１ｆと、第１の部分
２１ｆよりもボックス側端子２２側に位置し、かつボックス側端子２２により少なくとも
両側を挟み込むように取り囲まれる第２の部分２１ｓと第１の部分２１ｆと第２の部分２
１ｓとの間に配置された第３の部分２１ｔとを含んでいてもよい。この場合、第３の部分
２１ｔの径は、第１の部分２１ｆの径および第２の部分２１ｓの径より大きくなるように
構成されている。第３の部分２１ｔの径は、第１の部分２１ｆの径および第２の部分２１
ｓの径より大きくなるように構成されているため、ボイスコイル１４とスピーカユニット
側端子２１の第１の部分２１ｆとを接続するときのはんだ付けの際に第３の部分２１ｔに
よりはんだ１９の這い上がりを抑制することができる。
【００９３】
　また。、本実施の形態のスピーカ１では、ボックス２は、スピーカユニット１０が取り
付けられた第１のボックス部２ａと、内部空間４にスピーカユニット１０が収容された状
態で、第１のボックス部２ａと係合可能であり、かつ内部空間４を閉塞可能な第２のボッ
クス部２ｂとを含んでいる。
【００９４】
　ボックス２は、第１のボックス部２ａと、内部空間４にスピーカユニット１０が収容さ
れた状態で、第１のボックス部２ａと係合可能であり、かつ内部空間４を閉塞可能な第２
のボックス部２ｂとを含んでいるため、内部空間４にスピーカユニット１０が配置された
状態で内部空間４を閉塞することができる。そのため、内部空間４へのスピーカユニット
１０の取り付け、および内部空間４の閉塞が容易である。これにより、作業性を向上でき
る。
【００９５】
　（実施の形態２）
　最初に本実施の形態における携帯情報端末の構成について説明する。本実施の形態では
実施の形態１のスピーカを備えた携帯情報端末について説明する。
【００９６】
　図１２および図１３を参照して、本実施の形態における携帯情報端末１００は、携帯電
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話機であって、上部筐体１０１、表示部１０２、放音孔１０３、ヒンジ部１０４、下部筐
体１０５、操作ボタン１０６、数字ボタン１０７、表示部１１１、放音孔１１２と、図示
しない実施の形態１のスピーカを主に備えている。
【００９７】
　図１２を参照して、上部筐体１０１の表面には表示部１０２が設けられている。上部筐
体１０１の表面の一方端部側には放音孔１０３が形成されている。上部筐体１０１の他方
端部側にはヒンジ部１０４が形成されている。下部筐体１０５の一方端部側にはヒンジ部
１０４が形成されている。ヒンジ部１０４によって上部筐体１０１と下部筐体１０５とは
開閉可能に連結されている。下部筐体１０５の表面のヒンジ部１０４側には操作ボタン１
０６が形成されている。操作ボタン１０６からヒンジ部１０４と反対側に向かって数字ボ
タン１０７が形成されている。
【００９８】
　図１３を参照して、上部筐体１０１の裏面には表示部１１１が設けられている。表示部
１１１の横に放音孔１１２が形成されている。
【００９９】
　図示しない実施の形態１に記載のスピーカは、上部筐体１０１の内側に設けられている
。そのスピーカより主に放音孔１０３および１１２を通じて携帯情報端末１００の外に音
が発せられる。
【０１００】
　次に本実施の形態における携帯情報端末の作用効果について説明する。
　本実施の形態における携帯情報端末１００によれば、上記の実施の形態１に記載のスピ
ーカユニットを備えているので、実施の形態１と同様の作用効果を有する。
【０１０１】
　また、上記の実施の形態１に記載のスピーカを備えているので、スピーカを省スペース
化することにより携帯情報端末１００を省スペース化することができる。また、設計の自
由度を向上することができる。
【０１０２】
　なお、本実施の形態では、携帯情報端末は、携帯電話機を例として説明したが、これに
限定されず、スマートフォン、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）、ゲーム機、パ
ーソナルコンピュータなどであってもよい。
【０１０３】
　なお、上記の各実施の形態は、適宜組み合わせることができる。
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることを意図され
る。
【産業上の利用可能性】
【０１０４】
　本発明は、スピーカユニットとボックスとを有するスピーカおよびそれを備えた携帯情
報端末に特に有利に適用され得る。
【符号の説明】
【０１０５】
　１　スピーカ、２　ボックス、２ａ　第１のボックス部、２ｂ　第２のボックス部、３
　筐体、４　内部空間、５　スピーカ接続部、６　空間領域、７　係合部、１０　スピー
カユニット、１１　フレーム、１１ａ　支持部、１１ｂ　内周部、１１ｃ　外周部、１２
　振動板、１２ａ　中央振動部、１２ｂ　ボイスコイル取付部、１２ｃ　エッジ部、１２
ｄ　フレーム取付部、１３　振動板補強リング、１４　ボイスコイル、１５　マグネット
、１６　プレート、１７　ヨーク、１８　リード線、２１　スピーカユニット側端子，第
１の端子、２１ａ　突出部、２１ｆ　第１の部分、２１ｓ　第２の部分、２１ｔ　第３の
部分、２２　ボックス側端子，第２の端子、２２ａ　内周部分、１００　携帯情報端末、
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１０１　上部筐体、１０２　表示部、１０３　放音孔、１０４　ヒンジ部、１０５　下部
筐体、１０６　操作ボタン、１０７　数字ボタン、１１１　表示部、１１２　放音孔。
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